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介護医療院
10月

秋風が心地よく、過ごしやすい季節となりました

諫早市の白木峰高原では今年も9月下旬よりちらほらと開花が始まっています。色とりどりのコスモスが咲き
美しい花々が一面に広がる風景は、中旬頃には満開に咲き誇り私たちの心を和ませ、季節の移ろいを
感じさせてくれます。施設でも夏から秋への移り変わりを感じていただけるように、涼しい風鈴や夏の飾りつけ
から紅葉やハロウィン飾りなど秋を感じられるものへと早変わりしました！
今月も秋の味覚や季節行事など、秋のひとときを楽しんでいただけるように支援していきます。



９月の誕生日会を開催しました

９月の誕生者は5名と月の中で一番多い人数でした♡
誕生日を迎えられた方へお祝いの言葉をお伝えすると
周りの皆さまからも温かい拍手が送られました
お一人、お一人、担当職員より心のこもったプレゼントを
受け取られとても喜ばれていました。
これからも元気に笑顔で過ごせますように。



今月は9月ということもあり、誕生日会と敬老会を開催しました！
ここで敬老会にまつわる豆知識を１つご紹介します☆
現在、9月の第3月曜日が敬老の日でありますが、以前は毎年9月15日でした。
2003年(平成15年)から「ハッピーマンデー制度」により変更になっています。
また敬老の日の始まりには諸説ありますが、1947年(昭和22年)9月15日に
兵庫県多可郡野間谷村(現在の多可町)の村長が開催した敬老会がルーツだそうです。
そこから1950年には兵庫県全体へ、1951年には全国社会福祉協議会が
「としよりの日」として広めたそうです。また1964年により表現を改める
動きから「としよりの日」から「老人の日」へ。1966年に国民の祝日である
「敬老の日」として正式に制定されています。

※日本の伝統的な特定の年齢を迎えた節目の方には羽織を着て参加していただきました☆



マ･ツ･ケ･ン
サンバ～、オレ！

敬老会の中盤には突如、マツケンサンバの曲が流れ始め
スペシャルゲストとして、きらびやかな衣装に身を包んだ
自称マツダイラケンさんと長崎市の恐竜博物館から遊びにきた
ティラノザウルスが介護医療院へ来てくれました♡
迫力ある恐竜に驚きながらも、曲のリズムに合わせてキラキラ
Stickを手に持ち大きく振ったり、揺らしたりと楽しみました。
会場内は大いに盛り上がり、歓声とたくさんの笑顔を見る
ことができました。
中々、お会いすることができないスペシャルゲストさん！
また遊びに来てくださることを楽しみにしています♡

スペシャルゲストの方をお招き

恐竜の
太かったよ～

どれも
良かったですよ
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